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１【ファンドの運用状況】

（１）【投資状況】

①【投資状況】
   平成29年7月31日現在
   （単位：円）

 資産の種類 国／地域名 時価合計 投資比率(％)

親投資信託受益証券 日本 2,624,344,570 99.95

 
コール・ローン、その他資産

（負債控除後）
― 1,210,322 0.05

 純資産総額  2,625,554,892 100.00

（注）投資比率とは、ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率をいいます。
 

②【投資資産】

（ａ）【投資有価証券の主要銘柄】
ａ評価額上位３０銘柄

      平成29年7月31日現在

国／
地域

    上段：帳簿価額 利率（％） 投資
銘　柄 種類 業種 口数 下段：評 価 額 償還期限 比率

    単価（円） 金額（円） (年/月/日) (％)

日本
コモディティインデックスマ
ザーファンド

親投資信託
受益証券 ― 3,536,852,521

0.7924
0.7420

2,802,921,455
2,624,344,570

―
― 99.95

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の評価金額の比率です。

 

ｂ全銘柄の種類／業種別投資比率
 平成29年7月31日現在

種類／業種別 投資比率(％)

親投資信託受益証券 99.95

合　計 99.95

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該種類または業種の評価金額の比率です。

 

（ｂ）【投資不動産物件】
該当事項はありません。

 

（ｃ）【その他投資資産の主要なもの】
該当事項はありません。

 

（２）【運用実績】

①【純資産の推移】

下記計算期間末日および平成29年7月末日、同日前１年以内における各月末の純資産の推移

は次の通りです。
  （単位：円）

 純資産総額
基準価額

(１万口当たりの純資産価額)

第1計算期間末日
（平成28年 1月26日）

439,752,597
439,752,597

（分配付）
（分配落）

7,124
7,124

（分配付）
（分配落）

第2計算期間末日
（平成29年 1月26日）

2,849,141,506
2,849,141,506

（分配付）
（分配落）

7,930
7,930

（分配付）
（分配落）

平成28年 7月末日 647,366,642  7,011 

8月末日 681,751,955  6,908 

9月末日 697,366,473  6,896 

10月末日 772,663,614  7,251 

11月末日 827,579,333  7,615 

12月末日 2,909,716,104  8,102 

平成29年 1月末日 2,817,196,129  7,843 

2月末日 2,748,882,558  7,717 

3月末日 2,825,675,151  7,548 

4月末日 2,799,539,594  7,465 

5月末日 2,659,457,443  7,257 

6月末日 2,573,560,644  7,188 

7月末日 2,625,554,892  7,352 
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②【分配の推移】
 １万口当たりの分配金

第1計算期間 0円

第2計算期間 0円
 

③【収益率の推移】
 収益率（％）

第1計算期間 △28.76

第2計算期間 11.31

第2計算期間末日から
平成29年7月末日までの期間

△7.28

（注）「収益率」とは、計算期間末の基準価額（分配付の額）から当該計算期間の直前の計算期間末
の基準価額（分配落の額）を控除した額を当該基準価額（分配落の額）で除して得た数に100を
乗じて得た数をいう。ただし、第2計算期間末日から平成29年7月末日までの期間については平成
29年7月末日の基準価額から当該基準価額（分配落の額）を控除した額を当該基準価額（分配落
の額）で除して得た数に100を乗じて得た数をいう。

 

＜参考＞

「コモディティインデックスマザーファンド」

①投資状況
   平成29年7月31日現在
   （単位：円）

 資産の種類 国／地域名 時価合計 投資比率(％)

投資証券 ドイツ 2,600,731,950 99.10

 
コール・ローン、その他資産

（負債控除後）
― 23,666,904 0.90

 純資産総額  2,624,398,854 100.00

（注）投資比率とは、ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率をいいます。
 

②投資資産

（ａ）投資有価証券の主要銘柄
ａ評価額上位３０銘柄

      平成29年7月31日現在

国／
地域

    上段：帳簿価額 利率（％） 投資
銘　柄 種類 業種 口数 下段：評 価 額 償還期限 比率

    単価（円） 金額（円） (年/月/日) (％)

ドイツ ISH DIV COMDTY SWAP DE 投資証券 ― 1,112,570
2,667.60
2,337.58

2,967,898,245
2,600,731,950

―
― 99.10

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の評価金額の比率です。

 

ｂ全銘柄の種類／業種別投資比率
 平成29年7月31日現在

種類／業種別 投資比率(％)

投資証券 99.10

合　計 99.10

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該種類または業種の評価金額の比率です。

 

（ｂ）投資不動産物件
該当事項はありません。

 

（ｃ）その他投資資産の主要なもの
該当事項はありません。
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［参考情報］
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【投資リスク】
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２【設定及び解約の実績】
 設定口数 解約口数 発行済口数

第1計算期間 2,533,364,667 1,916,113,166 617,251,501

第2計算期間 3,770,150,469 794,399,210 3,593,002,760

第3計算期期首から
平成29年7月31日までの期間

1,006,849,215 1,028,418,750 3,571,433,225
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３【ファンドの経理状況】

 

【中間財務諸表】

 

１　当ファンドの中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（昭和52年大蔵省令第38号）ならびに同規則第３８条の３および第５７条の２の規定により、

「投資信託財産の計算に関する規則」（平成12年総理府令第133号）に基づいて作成しており

ます。

　なお、中間財務諸表に記載している金額は、円単位で表示しております。

２　当ファンドは、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、当中間計算期間（平成

29年1月27日から平成29年7月26日まで）の中間財務諸表について、ＰｗＣあらた有限責任監査

法人により中間監査を受けております。
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【ｅＭＡＸＩＳプラス　コモディティインデックス】
（１）【中間貸借対照表】

（単位：円）

第2期
［ 平成29年 1月26日現在 ］

第3期中間計算期間末
［ 平成29年 7月26日現在 ］

資産の部

流動資産

コール・ローン 10,573,191 13,520,600

親投資信託受益証券 2,847,642,189 2,561,911,526

未収入金 5,460,152 8,222,420

流動資産合計 2,863,675,532 2,583,654,546

資産合計 2,863,675,532 2,583,654,546

負債の部

流動負債

未払解約金 11,780,593 14,217,694

未払受託者報酬 341,548 727,861

未払委託者報酬 2,390,752 5,094,942

未払利息 15 24

その他未払費用 21,118 45,062

流動負債合計 14,534,026 20,085,583

負債合計 14,534,026 20,085,583

純資産の部

元本等

元本 3,593,002,760 3,501,530,203

剰余金

中間剰余金又は中間欠損金（△） △743,861,254 △937,961,240

（分配準備積立金） 22,968,055 17,383,309

元本等合計 2,849,141,506 2,563,568,963

純資産合計 2,849,141,506 2,563,568,963

負債純資産合計 2,863,675,532 2,583,654,546
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（２）【中間損益及び剰余金計算書】
（単位：円）

第2期中間計算期間
自　平成28年 1月27日

至　平成28年 7月26日

第3期中間計算期間
自　平成29年 1月27日

至　平成29年 7月26日

営業収益

受取利息 49 67

有価証券売買等損益 928,683 △214,770,326

営業収益合計 928,732 △214,770,259

営業費用

支払利息 522 2,940

受託者報酬 160,480 727,861

委託者報酬 1,123,333 5,094,942

その他費用 9,889 45,062

営業費用合計 1,294,224 5,870,805

営業利益又は営業損失（△） △365,492 △220,641,064

経常利益又は経常損失（△） △365,492 △220,641,064

中間純利益又は中間純損失（△） △365,492 △220,641,064

一部解約に伴う中間純利益金額の分配額又は一部解
約に伴う中間純損失金額の分配額（△）

9,484,187 △46,593,479

期首剰余金又は期首欠損金（△） △177,498,904 △743,861,254

剰余金増加額又は欠損金減少額 102,984,865 214,283,842

中間一部解約に伴う剰余金増加額又は欠損金減
少額

102,984,865 214,283,842

剰余金減少額又は欠損金増加額 180,724,351 234,336,243

中間追加信託に伴う剰余金減少額又は欠損金増
加額

180,724,351 234,336,243

分配金 － －

中間剰余金又は中間欠損金（△） △265,088,069 △937,961,240
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（３）【中間注記表】

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１ 有価証券の評価基準及び評価方法 親投資信託受益証券は時価で評価しております。時価評価にあたっては、基準価額で評

価しております。

 

（中間貸借対照表に関する注記）

 
 

第 2 期

［ 平成29年1月26日現在 ］

第 3 期中間計算期間末

［ 平成29年7月26日現在 ］

    
１ 期首元本額 617,251,501円 3,593,002,760円

 期中追加設定元本額 3,770,150,469円 917,271,859円

 期中一部解約元本額

 

794,399,210円 1,008,744,416円

２ 元本の欠損

純資産額が元本総額を下回っており、その差額であり

ます。

 

743,861,254円

 

937,961,240円

 

３ 受益権の総数

 

3,593,002,760口 3,501,530,203口

４ １口当たり純資産額 0.7930円 0.7321円

 （１万口当たり純資産額） （7,930円） （7,321円）
    
 

（中間損益及び剰余金計算書に関する注記）

該当事項はありません。

 

（金融商品に関する注記）

金融商品の時価等に関する事項

 
区　分

第 2 期

［ 平成29年1月26日現在 ］

第 3 期中間計算期間末

［ 平成29年7月26日現在 ］

１ 中間貸借対照表計上

額、時価及びその差額

時価で計上しているためその差額はありません。 同　左

２ 時価の算定方法 売買目的有価証券は、（重要な会計方針に係る事

項に関する注記）に記載しております。

同　左

  デリバティブ取引は、該当事項はありません。 同　左

  上記以外の金融商品（コールローン等）は、短期

間で決済され、時価は帳簿価額と近似していること

から、当該金融商品の帳簿価額を時価としておりま

す。

同　左

３ 金融商品の時価等に関

する事項についての補

足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほ

か、市場価格がない場合には合理的に算定された価

額が含まれております。当該価額の算定においては

一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提

条件等によった場合、当該価額が異なることもあり

ます。

同　左

 

（有価証券に関する注記）

該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引に関する注記）

取引の時価等に関する事項

該当事項はありません。

 

＜参考＞

当ファンドは親投資信託受益証券を主要投資対象としております。

中間貸借対照表の資産の部に計上された親投資信託受益証券の状況は以下の通りです。
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「コモディティインデックスマザーファンド」の状況

なお、以下に記載した情報は、監査の対象外であります。

 

（１）貸借対照表

  
［ 平成29年1月26日現在 ］ ［ 平成29年7月26日現在 ］

金　額（円） 金　額（円）

資産の部    

流動資産    

預金  5,372,209 ―

コール・ローン  23,458,154 17,973,153

投資証券  2,816,780,954 2,545,553,411

未収入金  7,468,909 6,717,726

流動資産合計  2,853,080,226 2,570,244,290

資産合計  2,853,080,226 2,570,244,290

負債の部    

流動負債    

未払解約金  5,460,152 8,222,420

未払利息  33 32

流動負債合計  5,460,185 8,222,452

負債合計  5,460,185 8,222,452

純資産の部    

元本等    

元本  3,565,792,875 3,467,196,544

剰余金    

剰余金又は欠損金（△）  △718,172,834 △905,174,706

元本等合計  2,847,620,041 2,562,021,838

純資産合計  2,847,620,041 2,562,021,838

負債純資産合計  2,853,080,226 2,570,244,290

（注1）親投資信託の計算期間は、原則として、毎年1月27日から翌年1月26日までであります。

 

（２）注記表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１ 有価証券の評価基準及

び評価方法

投資証券は時価で評価しております。時価評価にあたっては、原則として金融商品取引所等におけ

る終値で評価しております。

２ デリバティブ等の評価

基準及び評価方法

為替予約取引は原則としてわが国における対顧客先物相場の仲値で評価しております。

３ その他財務諸表作成の

ための基本となる重要

な事項

外貨建資産等の会計処理

「投資信託財産の計算に関する規則」第６０条および第６１条にしたがって処理しております。

 

（貸借対照表に関する注記）

  ［ 平成29年1月26日現在 ］ ［ 平成29年7月26日現在 ］

    
１ 期首 平成28年1月27日 平成29年1月27日

 期首元本額 615,435,204円 3,565,792,875円

 期首からの追加設定元本額 3,314,761,609円 319,898,212円

 期首からの一部解約元本額

 

364,403,938円 418,494,543円

 元本の内訳＊   

 ｅＭＡＸＩＳプラス コモディティインデックス 3,565,792,875円 3,467,196,544円

 　　　　　　（合　計）

 

3,565,792,875円 3,467,196,544円

２ 元本の欠損

純資産額が元本総額を下回っており、その差額であり

ます。

 

718,172,834円

 

905,174,706円

 

３ 受益権の総数

 

3,565,792,875口 3,467,196,544口

４ １口当たり純資産額 0.7986円 0.7389円

 （１万口当たり純資産額） （7,986円） （7,389円）
    
＊ 当該親投資信託受益証券を投資対象とする証券投資信託ごとの元本額

 

（金融商品に関する注記）

金融商品の時価等に関する事項

 区　分 ［ 平成29年1月26日現在 ］ ［ 平成29年7月26日現在 ］

１ 貸借対照表計上額、時

価及びその差額

時価で計上しているためその差額はありません。 同　左

２ 時価の算定方法 売買目的有価証券は、（重要な会計方針に係る事

項に関する注記）に記載しております。

同　左

  デリバティブ取引は、（デリバティブ取引に関す

る注記）に記載しております。

デリバティブ取引は、該当事項はありませ

ん。
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  上記以外の金融商品（コールローン等）は、短期

間で決済され、時価は帳簿価額と近似していること

から、当該金融商品の帳簿価額を時価としておりま

す。

同　左

３ 金融商品の時価等に関

する事項についての補

足説明

当ファンドに投資する証券投資信託の注記表（金

融商品に関する注記）に記載しております。

同　左

 

（有価証券に関する注記）

該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引に関する注記）

取引の時価等に関する事項

通貨関連

  ［ 平成29年1月26日現在 ］

区　分 種　類 契 約 額 等（円） 時　価 評 価 損 益

   うち1年超 （円） （円）

市場取引以外の取引 為替予約取引     

  売建     

 　ユーロ 2,435,200 ― 2,435,200 ―

 　合　　計 2,435,200 ― 2,435,200 ―

 

［ 平成29年7月26日現在 ］

該当事項はありません。

 

（注）時価の算定方法

１　対顧客先物相場の仲値が発表されている外貨については、以下のように評価しております。

①為替予約の受渡日（以下「当該日」といいます。）の対顧客先物相場の仲値が発表されている場合は、当該為

替予約は、当該対顧客先物相場の仲値で評価しております。

②当該日の対顧客先物相場の仲値が発表されていない場合は、以下の方法によっております。

（イ）当該日を超える対顧客先物相場が発表されている場合には、発表されている先物相場のうち当該日に最も

近い前後二つの対顧客先物相場の仲値をもとに計算したレートを用いております。

（ロ）当該日を超える対顧客先物相場が発表されていない場合には、当該日に最も近い発表されている対顧客先

物相場の仲値を用いております。

２　対顧客先物相場の仲値が発表されていない外貨については、対顧客電信売買相場の仲値で評価しております。

 

※上記取引で、ヘッジ会計が適用されているものはありません。
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【ファンドの現況】

【純資産額計算書】

平成29年7月31日現在

（単位：円）

Ⅰ 資 産 総 額 2,637,708,021  

Ⅱ 負 債 総 額 12,153,129  

Ⅲ 純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 2,625,554,892  

Ⅳ 発 行 済 口 数 3,571,433,225 口

Ⅴ １口当たり純資産価額（Ⅲ／Ⅳ）
0.7352

（ １万口当たり 7,352
 

）

 

＜参考＞

「コモディティインデックスマザーファンド」の現況

純資産額計算書

平成29年7月31日現在

（単位：円）

Ⅰ 資 産 総 額 2,636,143,671  

Ⅱ 負 債 総 額 11,744,817  

Ⅲ 純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 2,624,398,854  

Ⅳ 発 行 済 口 数 3,536,852,521 口

Ⅴ １口当たり純資産価額（Ⅲ／Ⅳ）
0.7420

（ １万口当たり 7,420
 

）
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４【委託会社等の概況】

（１）【資本金の額】

半期代替書面における「委託会社等の概況」の記載のとおりです。

半期代替書面については、（http://www.am.mufg.jp/corp/profile/accounting.html）でもご覧いただ

けます。

 

（２）【事業の内容及び営業の状況】

半期代替書面における「事業の内容及び営業の概況」の記載のとおりです。

 

（３）【その他】

該当事項はありません。

 
５【委託会社等の経理状況】

半期代替書面における「委託会社等の経理状況」の「冒頭書面」の記載のとおりです。
 
（１）【貸借対照表】

半期代替書面における「委託会社等の経理状況」の（１）「貸借対照表」の記載のとおりです。
 

（２）【損益計算書】

半期代替書面における「委託会社等の経理状況」の（２）「損益計算書」の記載のとおりです。

 
（３）【株主資本等変動計算書】

半期代替書面における「委託会社等の経理状況」の（３）「株主資本等変動計算書」の記載のとお

りです。
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６【その他】

平成29年４月25日提出済みの有価証券届出書（以下「原届出書」といいます。）の記載事項の一部に

ついて、内容の更新等を行います。原届出書の更新後の内容を記載する場合は＜更新後＞とします。

 

 

有価証券報告書
第一部　ファンド情報
第１　ファンドの状況

１　ファンドの性格

（１）ファンドの目的及び基本的性格

［ファンドの目的・特色］

＜更新後＞

（略）

（略）
 
（３）ファンドの仕組み

③委託会社の概況

＜更新後＞

・資本金

2,000百万円（平成29年７月末現在）

（略）

・大株主の状況（平成29年７月末現在）

（略）
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４　手数料等及び税金
（３）信託報酬等
＜更新後＞

（略）

受益者が負担する実質的な信託報酬率は、次の通りとなります。

年0.892％（税込）程度

（略）
iShares Diversified Commodity Swap UCITS ETF (DE)　年0.46％以内

 
上記の信託報酬率は、今後変更となる場合があります。上記の他、諸費用が別途かかります。

 

（５）課税上の取扱い

＜更新後＞
（略）

※上記は平成29年７月末現在のものですので、税法が改正された場合等には、上記の内容が変更に
なることがあります。
（略）

 
第二部　委託会社等の情報
第２　その他の関係法人の概況

１　名称、資本金の額及び事業の内容

（１）受託会社

＜更新後＞

（略）

②資本金の額：324,279百万円（平成29年３月末現在）

（略）

 

（２）販売会社

＜更新後＞

①名称
②資本金の額

（平成29年３月末現在）
③事業の内容

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 1,711,958 百万円 銀行業務を営んでいます。

ソニー銀行株式会社 31,000 百万円 銀行業務を営んでいます。

株式会社八十二銀行 52,243 百万円 銀行業務を営んでいます。

株式会社静岡銀行 90,845 百万円 銀行業務を営んでいます。

株式会社三重銀行 15,295 百万円 銀行業務を営んでいます。

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 324,279 百万円
銀行業務および信託業務を営んで
います。

カブドットコム証券株式会社 7,196 百万円
金融商品取引法に定める第一種金
融商品取引業を営んでいます。

株式会社ＳＢＩ証券 48,323 百万円
金融商品取引法に定める第一種金
融商品取引業を営んでいます。

岡三オンライン証券株式会社 1,000 百万円
金融商品取引法に定める第一種金
融商品取引業を営んでいます。

ＧＭＯクリック証券株式会社 4,346 百万円
金融商品取引法に定める第一種金
融商品取引業を営んでいます。

髙木証券株式会社 11,069 百万円
金融商品取引法に定める第一種金
融商品取引業を営んでいます。

立花証券株式会社 6,695 百万円
金融商品取引法に定める第一種金
融商品取引業を営んでいます。

楽天証券株式会社 7,495 百万円
金融商品取引法に定める第一種金
融商品取引業を営んでいます。

東海東京証券株式会社 6,000 百万円
金融商品取引法に定める第一種金
融商品取引業を営んでいます。
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東洋証券株式会社 13,494 百万円
金融商品取引法に定める第一種金
融商品取引業を営んでいます。

第四証券株式会社 600 百万円
金融商品取引法に定める第一種金
融商品取引業を営んでいます。

西日本シティＴＴ証券株式会社 3,000 百万円
金融商品取引法に定める第一種金
融商品取引業を営んでいます。

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 10,000 百万円
金融商品取引法に定める第一種金
融商品取引業を営んでいます。

マネックス証券株式会社 12,200 百万円
金融商品取引法に定める第一種金
融商品取引業を営んでいます。

株式会社証券ジャパン 3,000 百万円
金融商品取引法に定める第一種金
融商品取引業を営んでいます。

浜銀ＴＴ証券株式会社 3,307 百万円
金融商品取引法に定める第一種金
融商品取引業を営んでいます。

フィデリティ証券株式会社 8,157 百万円
金融商品取引法に定める第一種金
融商品取引業を営んでいます。

ほくほくＴＴ証券株式会社 1,250 百万円
金融商品取引法に定める第一種金
融商品取引業を営んでいます。

ふくおか証券株式会社 3,000 百万円
金融商品取引法に定める第一種金
融商品取引業を営んでいます。

松井証券株式会社 11,944 百万円
金融商品取引法に定める第一種金
融商品取引業を営んでいます。

水戸証券株式会社 12,272 百万円
金融商品取引法に定める第一種金
融商品取引業を営んでいます。

三菱ＵＦＪモルガン・スタン
レー証券株式会社

40,500 百万円
金融商品取引法に定める第一種金
融商品取引業を営んでいます。

 

３　資本関係

＜更新後＞

委託会社と関係法人の主な資本関係は次の通りです。（平成29年７月末現在）

（略）
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独　立　監　査　人　の　中　間　監　査　報　告　書

 

平成29年８月30日

 

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 国 際 投 信 株 式 会 社

取　締　役　会　御　中

 

PwCあらた有限責任監査法人

 指定有限責任社員
業　務　執　行　社　員

 公認会計士　柴 　毅　印

 

 

 

 

 指定有限責任社員
業　務　執　行　社　員

 公認会計士　大畑　茂　印

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理状況」に掲げ

られているｅＭＡＸＩＳプラス コモディティインデックスの平成29年１月27日から平成29年７月26日までの中間計算期間

の中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益及び剰余金計算書並びに中間注記表について中間監査を行った。

中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作成し

有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有用な情報

を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明する

ことにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中

間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損な

うような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定し、これに基づき中

間監査を実施することを求めている。

　中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続の一部

を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表の重

要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適

用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価

の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に関連する

内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見

積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

中間監査意見

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し

て、ｅＭＡＸＩＳプラス コモディティインデックスの平成29年７月26日現在の信託財産の状態及び同日をもって終了する

中間計算期間（平成29年１月27日から平成29年７月26日まで）の損益の状況に関する有用な情報を表示しているものと認め

る。

利害関係

三菱ＵＦＪ国際投信株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載す

べき利害関係はない。

以　 上

 

（注）上記は、委託会社が、独立監査人の中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は委

託会社が別途保管しております。なお、XBRLデータは中間監査の対象に含まれていません。

 

EDINET提出書類

三菱ＵＦＪ国際投信株式会社(E11518)

半期報告書（内国投資信託受益証券）

18/18


	表紙
	本文
	１ファンドの運用状況
	（１）投資状況
	①投資状況
	②投資資産
	（ａ）投資有価証券の主要銘柄
	（ｂ）投資不動産物件
	（ｃ）その他投資資産の主要なもの


	（２）運用実績
	①純資産の推移
	②分配の推移
	③収益率の推移
	投資リスク



	２設定及び解約の実績
	３ファンドの経理状況
	中間財務諸表
	ｅＭＡＸＩＳプラスコモディティインデックス
	（１）中間貸借対照表
	（２）中間損益及び剰余金計算書
	（３）中間注記表

	ファンドの現況
	純資産額計算書

	４委託会社等の概況
	（１）資本金の額
	（２）事業の内容及び営業の状況
	（３）その他

	５委託会社等の経理状況
	（１）貸借対照表
	（２）損益計算書
	（３）株主資本等変動計算書

	６その他
	監査報告書

